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〔論説〕
土地建物の占有と建物買取請求権
Possession of Land and Buildings 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































有」第2不動産引渡し義務の構造の 1，2， 4， 5及び第4建物退去土地明渡請求





























































































































































































































































































































































































































































































(3 ) 限定的占有説と整合性のある判例として，最判昭和31年 10月23日民集 10巻
10号 1275号及び最判平成 16年 10月29日金融法務事情 1752号50頁がある。
篠塚昭次・吉永順作・永田真三郎編・借地借家法の基礎知識上巻238頁以下，特
に241頁下段 15行目から末行まで， 242頁3行目から 10行目まで(吉永順作〕
(1995年)は，私の限定的占有説と同じ考え方を先に示しておられた。そして，














































(7) この点は，判例である。最判昭和31年 10月23日民集 10-10-1275。そして，









集 10巻 10号 1275号及び最判平成 16年 10月29日金融法務事情 1752号 50頁と
も整合してい7.>0













































なる。民事執行法26条 1項， 27条 l項。
(14) 東京高判平成 2 年 10 月 30 日判例時報 1379 尋問~，福岡高判平成 7 年 12 月
5日判例タイムズ901号263頁がある。
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